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平成 2 年度赤潮発生状況について 

 

大塚 弘之・吉田 正雄・萩平  将 

 

 

 

 赤潮情報伝達事業の一環として,徳島県下における赤潮発生状況を取りまとめたので報告する。なお,

赤潮発生等の情報収集や現場における赤潮の動向調査等は,前年度と同様の方法で実施した。 

 

1 発生件数 

  本年は,2～12 月の間に赤潮の発生がみられ,最初に赤潮が発生した時期は例年よりやや早くなった。

また,本年の赤潮発生時期の特徴として 3月から 5月にかけては全く発生がみられなかった。 

  発生件数は,13 件で昭和 50年以降最も少なかった前年（12件）より 1件増加したものの,発生件数

は少なく推移した。 

  また,月別の発生件数は,8月が 4件で最も多く,次いで6月が 3件,7,12月が 2件,2,9,10,11 月がそ

れぞれ 1件であった（表 1）。 

  水域別の発生件数は,播磨灘が8件,紀伊水道が6件,太平洋が1件で,前年と比較すると,播磨灘は前

年と同数,紀伊水道が 4件の増加,太平洋では 1件減少した（表 2）。 

 

表 1 月別赤潮発生件数および被害件数 

   

 

表 2 水域別発生件数 
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2 発生継続日数 

  本年の赤潮は,継続日数が 5日以内のものが 7件で最も多く全体の 53.8％,次いで 6～10 日以内が 5

件で 38.5％,11～30 日以内が 1 件で 7.7％で,31 日以上継続した赤潮の発生は認められなかった。本

年は,前年に較べ,継続日数の比較的短い赤潮が多くなった（表 3）。 

 

表 3 発生継続日数別赤潮発生実件数 

   

 

3 赤潮構成種 

  赤潮を構成したプランクトンは 7属が確認され,前年に較べ 1属増加した。綱別にみた構成比率は珪

藻が 57％を占め最も多く,次いで渦鞭毛藻が 29％,ラフィド藻が 14％であった（表 4）。 

 前年は,珪藻赤潮の発生が全くなかったのに対し,本年は珪藻赤潮が 4 件発生し,赤潮構成種にも変

化がみられた。 

  種類別の発生件数は Noctiluca scintillans が 5 件で全体の 27.8％を占め,次いで Heterosigma 

akashiwo,Chaetoceros spp.および Nitzchia spp.がそれぞれ 3件で 16.7％,Skeletoenma costatum が

2 件で 11.1％,Gymnodinium nagasakiense および Eucampia zodiacus は 1 件ずつの発生で 5.6％あっ

た（表 4）。本年は,有害種である G. nagasakiense 赤潮が発生し,内の海において天然魚のへい死がみ

られた。一方,前年発生した Chattonella 赤潮の発生はみられなかった。 

 

表 4 赤潮構成種別発生件数 
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表 5 平成 2年の赤潮発生状況明細表 

   

4 赤潮発生状況および分布域 

  赤潮発生状況および分布状況は表 5および図 1に示したとおりである。 

   

図 1 赤潮発生域の分布状況（番号は表 5 の整理番号に該当） 
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5 被害件数および被害金額 

  本年は,内の海で8月下旬から9月上旬にかけて発生したG. nagasakiense赤潮により天然魚に若干

のへい死がみられたものの,養殖魚への漁業被害はなかった（表 6）。 

 

表 6 平成 2年の赤潮による漁業被害状況 

  

 

6 平成 2年に発生した赤潮の特徴 

 1) 赤潮発生件数は 13件で前年より 1件増加したものの,例年と比較すると少なかった。 

 2) 前年は全く発生のなかった珪藻赤潮が 4件発生した。 

 3) 赤潮発生継続日数が 5日以内の赤潮が最も多く,前年より継続日数は短くなった。 

 4) 内の海で G. nagasakiense 赤潮が発生し,天然魚に若干のへい死が認められた。 


